
わたしたちが間伐をやって正解でした。なぜなら、私は「間伐をすることは悪いこと」と思ってい

ましたが、元気じゃない森を見て、地面に光が当たっていなかったから、「わたしたちが森を元気

な森にかえたんだ」と思います。暗い森より、明るくて元気な森の方がいいなと思いました。元気

じゃない森は、土砂くずれになったりするので、「元気な森になってほしいなぁ」と思います。森をも

っと助けたいと思います。森についてのビデオ＊１で見たように、元気じゃない森は泣いているん

だと思います。「森について勉強して、森を守りたい」というのが私の目標です。間伐するのは、

大切なんだとわかりました。

ぼくはまだ、「間伐をして木を切ったらいけない」と思っていました。で

も、森についての話や紙しばい＊２を見て、逆にいらない木は切った方が

いいことに気づきました。それに切った木は、わりばしやつくえになってい

きます。そして、切った木でふさがれていた太陽の光が、木を切ったら光

が出てきて、ほかの木が元気になっていきます。ぼくたちはその木を使っ

て、焼き杉作りやマイはし作りをしました。

間伐体験では、森の大切さを教えてもらったりしました。体験はおもしろくって、その切った木は

また再利用されるので、森も元気にできるし、またその木も大切に使われているなんて、間伐は

すごいなぁと思いました。そして、その間伐体験で、森について教えてもらったり、のこぎりの使い

方も教えてもらいました。間伐体験はものすごく勉強になりました。この間伐で、森のことが前より

もわかりました。この間伐をいかして、今自分でできることからやっていきたいと思います。今は元

気じゃない森があると思うけど、いつかは元気な森になったらいいなあと思います。

間伐をやって、森を元気に育てることがわかりました。間伐は森に日を当てることで、土だけだ

った森が草や雑草がはえて、元気な森ができるんだなと思いました。その切った木も何か作れる

材料にもなるんだとわかりました。また、草がはえていれば、その草が、大量な雨がふっても水を

あまり流さなくて、土砂くずれなどをふせいでくれる力もあることがわかってよかったです。木や草

は、いろいろな力があるんだと思いました。

気づいたことは、１本２本くらい切っただけなのに、こんなにも日光が森の中に入ってくるなんて

思いませんでした。ぼくは、そのことが一番体験の中でおどろきました。また、森のおかげで水がき

れいになっていることは、森の力はすごいなーと思いました。



-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＊１ ビデオ：『森の精「ボズー」からの手紙』～びわ湖森林づくりレポート～

環境教育番組「びわ湖の森が泣いている」

○やまのこ施設および森林センター等で DVD を借りることができます。

○詳しくは、ホームページ内の PDF資料をご参照ください。

＊２ 紙芝居：「森が泣いている～ボズーからの手紙」

○やまのこ施設および森林センター等で借りることができます。

○詳しくは、ホームページ内の PDF資料をご参照ください。

＊３ 実験：土壌浸透実験（森林の多面的機能を理解するための実験）

○詳しくは、ホームページ内のPDF 資料をご参照ください。

森が木でいっぱいになって、明るさが入らないところで、細い木をたおして、明るさを入れること

はいいことだと思いました。明るさで下草が生え、他の木の間にも草が生えるといいです。みんな

のおかげで、森が少し明るくなったと思います。このことで、木をいっぱい増やしすぎたらいけな

いし（こみすぎたらいけないし）、へらしすぎてもいけない。ちょうどいいようにしなければと「バラン

ス」を感じました。人間も「バランス」がありますが、森にも「バランス」があるとは思っていません

でした。森は大事です。水をきれいにしてくれる。森がないと川がきたなくなるとわかりました。森

は人間には大切だとわかりました。

間伐体験では、「切った木をロープでたおす」のをはじめにやりました。木はすっごく力が強く

て、引っぱっても引っぱってもなかなかたおれなかったけど、ようやくたおれてうれしかったで

す。こんな活動をしている人は大変だということがわかりました。そして、上を見ると、本当に太

陽の光が森に入ってきたので、「本当にそうなる」ということもわかりました。今度は、木を切る方

をやりました。木はすごくかたくて、ぜんぜん切れなくて、すぐにつかれて次の人に交代しまし

た。「木を切るのも大変だ」ということもわかりました。その木を切ったあとも森に光が入ってきま

した。みんなと力を合わせて間伐と、森にお手伝いができたのでとてもうれしかったです。そし

て、間伐で切った木で、いすやおはしやつくえやわりばしなど、いろいろなことに使えるので、間

伐をすることは『一石二鳥』だなぁと思いました。かつら川で間伐、そして森のことについて勉強

して、森の大切さを知りました。もっともっと森について知りたいなぁと思いました。

草木染めでは、自然のものを使って、みんなで一人一枚のハンカチを作りました。クリとススキ

とトチの葉を使ってハンカチを作りました。マイはし作りはむずかしかったけど、「切った木をむだに

したくない」という気持ちで作って、うまくできたと思いました。

話を聞いてわかったことは、森は川の水をつくっている（きれいにしている）ということです。実験

＊３を見て、「土の色をした水が流れてくる」と思ったけど、元気な森は水を入れたら、少しずつとう

めいな水が流れてきました。元気じゃない森は、土の色がした水が流れてきました。きれいな水が

流れてきたのは、葉っぱ（木や草）の根っこが土をおさえて、土が流れてこなくなってるからです。

だから森を大切にした方がいいです。


